











































































































































































    "o"一÷
 (St・肴eddata㎞r・=・1      『10冊」甲杵α1「"科0“桝        ÷
        ÷
  ÷Precharge
 ,pu!s白、        ÷
       τMatc抗】Match袖atch】Match
 一Vout.
 (Localmatc
  ÷・つutput)        ÷
     f↓Mlsma圭dhMiSach
 `1、8005ヨ甲200S
 i・OOε/口!)
 噌200.o蹴り/022尋oooり/日3Looo
 ヨ.2{)OOO)一2.OOOOO)L50000
 8、2005
 RERLτ1惟ε
 り/04500.o朝り/o
 り1.82500り
図4SETPerioaicLi
 出力特性(V就1=oIVl),(c)入出力特性(V就1=e/2C,IVl〉
論理ゲートをS猛
べる.さらに,SE
る連想メモリ(Co魏e鍛t・A磁ressab至e瓢e鵬。望y:
図4に提案するSE
SETのドレイン電
ているSETによる
理関数を実現することができ,さらに,算
また,より実用的
は,通常のCAM
できることが明
 作検証を行った.図5にS
 第6章結言
本論文では,2値
提案し,その設計
実証するととも
値・多値融合論
その有用性を示
ゲートファミリ
を用いたCA鍛を
 を実現できることを明らかにした.
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「
 論文審査結果の要旨
現在のLSIシ
また、極限的
刻化すると予
論理設計に基
 成果をとりまとめたもので、全文6章よりなる。
 第}章は緒言である。
第2章では、
 関する基礎的考察を与えている。
第3章では、
ジタルフィル
ールドプログ
常の2値論理
 ある。
第4章では、
計手法におい
って、2値・多
提案する設計
 効性を確認している。
第5章では、
論理回路を提
算術演算回路
作検証に成功
回路遅延を約24%、消
 第6章は結言である。
以上要するに
し、性能評価
 が少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文とし
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